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来
年
更
新
を
迎
え
る
28
の

指
定
管
理
施
設
を
公
募
・
非

公
募
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
次
の
質
問
を
し
ま

す
。 

公
募
、
非
公
募
の
基
準

は
。 

政
策
部
長

　

公
募
が
原
則
で
す
が
、
施

設
の
性
格
等
公
募
が
適
さ
な

い
、
申
請
団
体
が
な
い
な
ど

の
場
合
、
非
公
募
で
き
る
と

条
例
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
団
体
が
管
理
し

地
域
住
民
の
生
活
利
便
性
が

向
上
さ
れ
る
場
合
や
、
管
理

運
営
を
目
的
に
市
が
出
資
し

設
立
し
た
財
団
法
人
が
管
理

者
と
な
る
場
合
等
は
非
公
募

で
き
る
と
指
針
で
定
め
て
い

ま
す
。

 

「
今
津
総
合
運
動
公
園
」

と
「
家
族
旅
行
村
ビ
ラ
デ
ス

ト
今
津
」
は
、非
公
募
。「
高

島
Ｂ
＆
Ｇ
」「
健
康
の
森
梅

ノ
子
運
動
公
園
」「
新
旭
森

林
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」
は
公
募

と
す
る
判
断
基
準
は
。

 

「
財
団
法
人
ひ
ば
り
」

は
、
非
公
募
理
由
の
一
つ
で

あ
る
、
管
理
運
営
を
目
的
に

市
が
設
立
し
た
団
体
で
あ
る

の
で
、
適
正
な
管
理
運
営
が

さ
れ
て
い
る
限
り
は
非
公
募

で
更
新
し
ま
す
。
な
お
、
直

営
で
管
理
運
営
し
て
き
た
施

設
は
、
非
公
募
に
す
る
経
緯

や
理
由
が
な
い
た
め
公
募
と

し
て
い
ま
す
。

 

「
財
団
法
人
ひ
ば
り
」

は
、
制
度
改
革
に
よ
り
公
益

法
人
認
定
取
得
を
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
心
配
で
す
。
ま
た

監
査
指
摘
で
、
財
政
援
助
団

体
に
対
す
る
市
当
局
の
監
査

責
任
や
公
益
性
の
担
保
は
。

 

総
務
部
長

　

公
益
財
団
法
人
に
は
知
事

の
認
定
が
必
要
で
、
基
準
に

合
致
し
、
現
事
業
が
公
益
目

的
事
業
と
認
め
ら
れ
る
か
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
他

の
指
定
管
理
施
設
か
ら
の
相

談
も
含
め
、
公
平
に
行
政
課

で
対
応
し
ま
す
。

 

指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
で
、
行
政
コ
ス
ト
は
何
％

の
削
減
で
す
か
。

 

政
策
部
長

　

当
初
予
算
資
料
で
年
度
ご

と
の
金
額
等
の
推
移
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

 

今
津
総
合
運
動
公
園
の

管
理
運
営
を
、１
０
０
％
出

資
す
る「
財
団
法
人
ひ
ば
り
」

あ
り
き
で
な
く
、
誰
も
が
納

得
で
き
る
団
体
を
選
定
す
べ

き
で
は
。

 

「
財
団
法
人
ひ
ば
り
」

は
、
そ
の
施
設
を
管
理
運
営

さ
せ
る
た
め
、
旧
今
津
町
が

全
額
出
資
し
設
立
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
地
域
地
域
の

実
情
と
、
今
ま
で
の
経
緯
か

ら
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で

次
の
質
問
を
し
ま
す
。

 

防
災
教
育
、
防
災
訓
練

の
取
り
組
み
は
。

 

政
策
部
長

　

原
子
力
災
害
が
危
惧
さ
れ

る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
や
原
子
力
災
害
の
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

 

中
学
生
は
助
け
る
側
に

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
教

育
、
訓
練
の
実
態
は
。

 

ま
ず
は
自
分
の
安
全
確

保
の
た
め
の
学
習
や
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

自
主
防
災
組
織
の
数
と

避
難
訓
練
の
取
り
組
み
は
。

 

自
治
会
数
２
０
４
の
う

ち
１
６
３
の
自
主
防
災
組
織

が
結
成
さ
れ
、
自
助
、
共
助

を
基
本
と
し
た
実
効
的
な
訓

練
と
な
る
よ
う
支
援
に
努
め

ま
す
。

 

災
害
時
の

行
政
と
議
会
の

連
携
は
。

 

今
後
ど
の

よ
う
な
連
携
、

協
力
体
制
が
で

き
る
か
調
査
・

研
究
し
ま
す
。

 

災
害
時
の

情
報
提
供
の
現

状
は
。

 

現
状
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で

情
報
提
供
を
考
え
て
い
ま

す
。 

防
災
公
園
の
防
災
機
能

整
備
は
。

 

都
市
公
園
は
広
域
避
難

場
所
等
の
支
援
活
動
の
場

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
で
、

施
設
整
備
や
機
能
の
整
備
に

つ
い
て
今
後
調
整
を
図
り
ま

す
。 

住
宅
の
浸
水
等
新
し
い

災
害
の
対
策
は
。

 

毎
年
危
険
個
所
等
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
状
況
把
握
を
行

っ
て
お
り
、
対
応
に
つ
い
て

は
関
係
部
局
と
調
整
を
進
め

ま
す
。

 

防
災
会
議
へ
の
女
性
の

登
用
は
。

 

現
在
は
４
名
の
女
性
委

員
を
登
用
し
て
い
ま
す
。

 

学
校
設
備
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
は
。

 

国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
耐
震
対
策
の
推
進
を
検

討
し
ま
す
。

市
立
学
校
に
お
け
る
通
学

路
安
全
点
検
結
果
に
つ
い

て
　

通
学
路
の
安
全
点
検
の
実

施
を
受
け
て
、
次
の
質
問
を

し
ま
す
。

 

点
検
実
施
校
数
と
点
検

箇
所
数
は
。

 

教
育
部
長

　

19
校
76
箇
所
に
つ
い
て
点

検
し
ま
し
た
。

 

点
検
を
受
け
て
の
今
後

の
対
応
は
。

 

交
通
安
全
教
育
や
啓
発

を
行
い
、
市
道
の
環
境
改
善

を
実
施
し
ま
す
。

 

小
中
学
校
の
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
指
導
は
。

 

様
々
な
危
険
を
予
測

し
、
自
他
の
安
全
に
配
慮
し

て
安
全
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

 

自
転
車
の
車
道
走
行
の

指
導
は
。

 

原
則
車
道
走
行
で
す

が
、
歩
道
走
行
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
つ
い
て
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

 

事
故
が
多
発
す
る
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
に
、
沖
縄
県

民
の
み
な
ら
ず
全
国
に
反
対

の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

全
国
知
事
会
や
14
都
道
県
で

作
る
渉
外
知
事
会
で
も
緊
急

要
請
が
出
さ
れ
、
飛
行
訓
練

ル
ー
ト
下
の
１
３
８
市
町
村

で
は
懸
念
が
広
が
り
、
次
々

と
意
見
書
を
可
決
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
訓
練
ル
ー
ト
外

で
も
米
軍
機
が
飛
来
し
て
お

り
、
饗
庭
野
基
地
は
ヘ
リ
離

着
陸
帯
が
あ
り
米
軍
使
用
演

習
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
飛

来
が
心
配
さ
れ
ま
す
。「
国

の
専
管
事
項
」
と
せ
ず
、
市

と
し
て
も
「
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
・
飛
行
訓
練
反
対
」
の
意

思
を
国
へ
示
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

 

市　

長

　

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
は
、
日

米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
国
防
は
国
の

専
管
事
項
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
基
礎
自
治
体
で
は
な
く

国
の
責
務
と
し
て
対
処
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
下
旬
か
ら
日

米
共
同
訓
練
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
安

心
安
全
の
確
保
、
そ
し
て
生

活
の
場
を
守
る
こ
と
は
私
の

責
務
で
す
の
で
、
地
域
住
民

に
支
障
が
な
い
よ
う
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
き
ま

し
て
も
、
強
く
危
惧
さ
れ
る

住
民
感
情
も
合
わ
せ
、
防
衛

省
へ
要
望
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
世
論

に
応
え
、
市
の
役
割
を

 

県
民
大
集
会
は
「
一
大

県
民
運
動
を
各
地
域
か
ら

力
強
く
進
め
よ
う
」
と
宣
言

し
ま
し
た
。
市
長
は
集
会
の

呼
び
か
け
人
と
し
て
、
今
こ

そ
実
行
の
先
頭
に
立
つ
行
動

を
。 

市　

長

　

県
民
会
議
の
結
成
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

「
十
分
な
情
報
公
開
や
国
民

的
議
論
と
合
意
の
な
い
ま
ま

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
参
加
す
べ
き
で

な
い
」
と
す
る
考
え
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
県
・
近
畿
・
全
国

そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
会
で
も
、

意
見
書
や
要
望
書
を
提
出
し

て
お
り
ま
す
。
大
き
な
組
織

で
国
に
対
し
て
要
望
活
動
を

し
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
、

引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
難
し
い
の
が
、
企

業
・
農
家
・
消
費
者
の
バ
ラ

ン
ス
や
、
農
業
や
医
療
な
ど

幅
広
い
分
野
で
問
題
が
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
に
議
論
を

し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

原子力災害に備え実施された防災訓練

指
定
管
理
施
設
の
公
募
・
非
公
募

の
基
準
等
を
質
す

大
日　
　

翼　

議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て秋

永　

安
次　

議
員

「財団法人ひばり」が管理運営する家族旅行村ビラデスト今津

県内から多くの方が参加された県民大集会

平
穏
な
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
を

福
井　

節
子　

議
員




